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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，海外在住の日本語指導者と協働して，日本語論文指導プログラムを
開発することである。すなわち，有用な教授方略や日本語教材を海外と連携して協働開発することにより，(1)
日本語教育の研修機会が乏しい海外の日本語教師の指導スキル向上，(2)日本語の教育環境が未整備な国・地域
の在外日本語学習者への教育の質保証，(3)国内にある豊富な日本語リソースの海外への発信とその共同利用，
などを実現する。日本国内の留学生に対しては，出身国の教師より日本語論文の執筆指導が受けられるICT教育
環境を構築する。本研究の成果は，国内外双方の日本語教育の質的向上と国際レベルでの学術的発展に広く貢献
するものとなる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a Japanese language thesis 
instruction program in collaboration with Japanese language instructors living abroad. 
By collaborating with overseas instructors to develop useful teaching strategies and Japanese 
language teaching materials, the following three goals have been achieved. (1) Improve the teaching 
skills of overseas Japanese language instructors who lack training opportunities in Japanese 
language education. (2) Quality assurance of education for overseas learners of Japanese in 
countries where the Japanese language education environment is not well-developed. (3) Dissemination
 and shared use of the abundant Japanese language resources available in Japan to the rest of the 
world. We have developed an ICT educational environment for foreign students in Japan. They can 
receive instruction in writing Japanese papers. This research will contribute widely to the 
qualitative improvement of Japanese language education in Japan and abroad.

研究分野：教育工学

キーワード： 教育工学　論文執筆　日本語教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
海外日本語教育指導者との協働により，①有用な日本語教材や教授方略の協働開発・共同利用，②東南アジアな
ど教育環境が未整備な地域での日本語教育の質保証，③海外日本語指導者のスキル向上，④海外での日本語指導
者の質的量的拡大，という結果が予想される。これは，国内外双方の日本語教育の質的向上と，日本語による国
際レベルでの学術発展に大きく寄与するもので，その意義はとても大きい。こうして得られた研究成果は，日本
語教育のみならず，21世紀型能力の「言語スキル」の育成にも貢献でき，日本人への国語教育にも広く応用でき
るものである。よって，本研究の教育への貢献度は大変高く，その社会的意義も極めて大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
第二言語として日本語を学ぶ外国人は、全世界で、約 399 万人いると言われている（国際交
流基金 2013）。2009年度比で、2012年の学習者数は 9.2％増、日本語教師は約 6万 3千人 28.1％
増、日本語の教育機関数は約 16,000で 7.5%増であった。日本経済の世界的影響力が相対的に低
下する中で、減少傾向が懸念されていたが、実際には、海外での日本語教育の需要は増大してい
ることが明らかになった(国際交流基金 2013）。特に、東アジア地域全体の学習者数は、4年間で
1.54倍にもなり、著しい伸びを示している。その一方で、海外での日本語学習について、その教
育上の問題点は、次に示す通りである（宮崎 2015, 国際交流基金 2013, 2015 ほか）。(i) 日本語
の教材・教授法情報の不足、(ⅱ) 教育機関の施設・設備・備品が不十分、(ⅲ) 日本語教師数の
不足、教師の日本語能力が不十分、(ⅳ) 4人中 3人は日本語が母語ではない先生が日本語を教え
ている、(ⅴ) アジア地域での日本語学習者数の爆発的増加に対応できていない、(ⅵ) 地域格差
の拡大については、先進国とアジア・アフリカ諸国との日本語教育水準の格差問題、などである。 
このように、海外で行われている日本語教育の問題点が数多く挙げられる。その一方で、国内
の日本語教師・研究者は在留外国人への教育に専念しているため、国外と協働して、海外在住の
学習者に対応した日本語教育の質保証に着目した研究は皆無に等しい。そのため、本研究では上
記の問題点を解決することとした。 
これまでに、筆者は、認知科学的な学習理論に基づいた留学生への漢字学習支援（野崎・市川
伸一 1997）、漢字の誤り分析（Nozaki ほか 2010）、NIE 漢字学習表の開発（野崎・清水康敬
2000）、JIS外漢字の電子化手法と教材開発への応用(野崎・横山 2000)、概念辞書の作成と語彙
習得支援（Nozaki 2014）など、漢字教育を中心に留学生への日本語教育支援の研究を行ってお
り、本研究はこれまでの研究成果を発展させるものである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、海外在住の日本語指導者と協働して、次に示す点を明らかにすることである。 
(1)学術的文章の執筆能力「到達度基準表」の策定 
日本語学習者から得られた学術的文章（レポートや作文等）を収集・分析して、学術的な文章
を執筆する際に必要な能力とその習熟度を評定する「到達度基準表」を作成する手法を開発する。
さらに、到達度基準表から得られた評定値と学習者の日本語レベル（日本語能力試験：N1～N5）
とを比較することにより、本手法の信頼性・妥当性および有効性を検討する。 
 
(2)到達度基準表による学習者の分類と文章執筆「教授方略」の考案 
到達度基準表を用いて、日本語学習者の類別化を行う。具体的には、複数の学習者間での「類
似度」を算出し、評定結果間の類似・相反関係から、各学習者を習熟度レベル別にグループ分け
をする。さらに、各グループごとに、文章の誤り分析を行うことで、高頻度で出現する典型的な
誤りパターンを特定し、その誤りを修正するための教授方略を考案する。 
 
(3)学習者特性の相違と到達度基準表との関連性の分析と学術論文執筆指導への応用 
母語、第二言語、日本語の習熟度、文字の使用形態（漢字/非漢字、アルファベットなど）、在
住地域、日本語リソースの接触方略、日本語以外の第二言語の使用頻度などの学習者特性と「到
達度基準表の評定結果」との関連を比較することで、学習者特性の相違が文章の誤りにどのよう
な影響を及ぼすのか明らかにする。この分析結果を学術論文の執筆指導に応用する。 
 
(4)日本語の教育環境が未整備な国・地域の在外日本語学習者への教育の質保証 
海外在住の日本語指導者と協働で行うことにより、海外での日本語教材・教授法情報の不足を
解消する。さらに、先進国との格差が大きいとされるアジア地域での日本語指導者と協働するこ
とにより、アジアでの日本語学習者数の爆発的増加に対応し、アジア諸国での日本語教育の質保
証を図っていく。 
 
(5)海外在住の日本語教師の指導スキルの質的向上 
海外在住の日本語教師と有用な教材や教授方略を協働開発・共同利用することが出来るため、
在外日本語指導の質的向上を促すことができる。 
 
(6)国内にある豊富な日本語リソースの海外への発信とその協働開発と国際的共同利用 

ICT の活用により、(a)国内にある有用な日本語リソースを海外でも有効利用できるようにす
る、(b)日本語教材コンテンツを在外日本語指導者と協働開発し、その国際的共同利用を実現す
る。 
 
３．研究の方法 
(1)海外で実際に行われている日本語教授方法を調査・分析し、その問題点を精査した。海外の



大学で日本語教育を行っていた者、海外で日本語教育を受けていた者、日本国内で日本語教育を
受けている者、この 3者を対象に調査を実施し、教師と学習者の２つの視点で海外と日本での教
授方法を分析した。海外での調査対象となった国は、海外日本語学習者が世界で最も多いとされ
ている中国であった。 
 
(2)海外（特に、中国を含む東アジア地域）で実施されている日本語の教授方法を調査・分析し、
その問題点を考察した。こうして得られた研究知見を踏まえ、ICT 機器等を活用した教授方略を
考案し、ネットワーク環境を利用した教育環境の整備を進めた。 
 
(3)学術論文の執筆支援を行うために、日本語学習者を対象に、スマートフォンなどの ICT 機器
を活用した教授方略や学習環境について考察を行った。 
 
(4)学術論文執筆支援プログラムを考案し、ICT を活用した学習環境を整備する。そして、その
教育的評価を行った。 
 
４．研究成果 
(1)調査結果を日本と中国で比較した所、日本で重視されているのは文法や語彙であり、作文や
面接にも力が入れられていた。これは、日本の大学等に入学するための試験に合格するためのテ
スト対策の意味合いが強いことが考えられる。その一方で、中国では、日本語学習のみならず、
日本の習慣や現代文化の紹介など、中国と日本の文化の違いを比較できるような工夫がなされ
ていた。このように、日中間での比較を行った所、論文執筆の基礎となる日本語の作文指導につ
いては、文法や語彙などの指導と比較すると、国内外での教育支援の格差がより大きくなる可能
性が高いことが示唆された。中国においても、日本語学校の需要は大きいが、授業料はとても高
いため、自己流で日本語を勉強している学習者は大変多いと推察される。そのため、このような
学習者は適切な学習方略が身につかない可能性が高い。よって、自己流で勉強している日本語学
習者に対しては、適切な学習方略を学べるような教育支援を提供する必要があると考えられる。
一方で、日本国内の大学で日本語を学ぶ留学生の多くは、日本語教育が専門の先生が行う日本語
の授業を受けることができているといえる。 
 
(2)研究の方法(2)で述べた点については、次の通りである。①メッセージング・アプリケーショ
ン（リアルタイムで日本語テキストの送受信ができるアプリケーション）を用いて、②日本語母
語話者と日本語学習者がグループチャットを介して、③日本語でのメッセージ交換を行い、④日
本語母語話者は、日本語学習者が送信した日本語メッセージをチェックする。このようにして、
⑤日本語の執筆支援を行う教育実践に取り組んだ。グループチャットを構成するメンバーは、日
本語を学習している中国人留学生、日本語学習を支援している日本人大学生、および日本語指導
者（論文執筆の指導教員）であった。すなわち、90 分間 1コマを週 1回（年間で約 30 コマ）の
ペースで行われる対面式の学術論文執筆指導と、メッセージングアプリを用いたオンラインで
の指導を併用することで、その教育的効果を検証した。なお、今回の研究では、日本語の学習者・
指導者・支援者の 3者は、日本国内の同一大学に所属する者であったが、海外在住の日本語指導
者が支援者になる場合や、対面での直接指導が難しい海外在住の日本語学習者に対しては、メッ
セージング機能を活用したオンラインでの執筆支援が応用可能であることが示唆された。 
 
(3)研究の方法(3)で述べた点について、具体的には、以下の通りである。非漢字圏出身の日本語
学習者は、スマートフォンを活用して、漢字を書き写し、漢字の画数や部首を練習し、漢字の画
数や部首を確認することで、日本語の書き方を学ぶ場合が多いとされている。そこで、本研究で
は、学習者が日本語や漢字を正しく書けるかどうかを確認するために、非漢字圏出身の留学生等
を対象にスマートフォンを活用した「自己学習」と「自己評価」を実施した。その学習を行う前
（事前テスト）と学習後（事後テスト）の結果を比較し、筆順や書き方を分析し、学習前と学習
後の日本語の正答率の変化を考察することで、その有効性を検討した。その結果、繰り返し書く
学習により書記動作が円滑になり、学習者の日本語の執筆速度が向上したことが明らかになっ
た。本研究の意義や重要性は、有用な教授方略や日本語教材を連携して協働開発することである。
これにより、日本語学習者への教育の質保証や、日本国内にある豊富な日本語リソースの海外へ
の発信とその有効活用などが実現できる。こうして得られた研究結果に基づいて、学術論文の執
筆を支援するための教育プログラムを整備する。具体的には、①スマートフォンなどの ICT 機器
を活用して、②日本語教育指導者と協働をして、③留学生等を対象とした日本語論文の執筆指導
が実施できる ICT 教育環境を構築して行く。 
 
(4) 研究の方法(4)で述べた点について、得られた研究の成果は次の通りである。学術論文執筆
支援については、テンプレート（定型書式）という特定の規範（＝型）を活用することで、「書
くこと」の指導を行った。具体的には、①テンプレート（定型書式）の配信と共有を行い、指導
の際、特定の規範（＝型）を教える。②学習者はテンプレートに従い、学術論文の執筆を進めて
行く。さらに、③良い論文の例示（規範的でお手本となる良い事例）を参考にする。さらに、④
個別指導（添削結果の返却と指導）を行う。なお、使用するテンプレートは本研究で独自に作成



したものであり、日本語で書かれた簡易版・詳細版のほか、外国人や留学生向けの英語版テンプ
レートがある。これは、海外の指導者との協働を配慮したものとなっている。さらに、moodle 等
の LMS(Learning Management System)を活用することで、(a)学術論文執筆のスケジュール管理
ができる、(b)自身の課題の進捗状況を学習者自身が客観的に把握できる、(c)自らの学びの監
視・制御（モニタリングとコントロール）を通じて、メタ認知を高めることにつながり、自分自
身の学習行動を改善することできる、などにより、自己調整型の学習が実現できる。このような
支援プログラムに基づいて、ICT を活用した学習環境を整備し、「対面と遠隔を組み合わせたリ
アルタイム型の少人数・個別型学術論文執筆指導」を実施した。その結果、学習者は、各自の事
情に合わせて、主体的に「対面」「遠隔」を選択して論文執筆を進めていたことが明らかとなっ
た。これは、今日、遠隔学習やハイフレックス授業等が推進される中で、学習者が自ら「対面」
「遠隔」をうまく組み合わせたリアルタイム型の学びにもつながる結果となった。 
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